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＜ポイント＞ 

◇O-157 やサルモネラ菌と同様の食中毒原因菌として注目されている Providencia 属細菌※1。 
◇一部の Providencia 属細菌での病原遺伝子の伝播方法を解明。 
◇感染経路の特定や予防法の確立に向けて新たな知見を提供。 
 
＜概要＞ 

近年、胃腸炎などの患者から検出されるようになっ

た Providencia 属細菌は、O-157 やサルモネラ菌など

と同様に食中毒の原因菌として注目されています。免

疫力の低い子どもにとって、食中毒は下痢や脱水など

重篤な症状を引き起こす可能性があるため、感染源や

病原因子の解明と予防法の確立は、日本のみならず世

界中の喫緊の課題となっています。 
大阪公立大学大学院 獣医学研究科の山﨑 伸二教

授、Sharda Prasad Awasthi 特任講師、Jayedul 
Hassan 大学院生らの研究グループは、水島中央病院、Independent University Bangladesh と

の共同研究により、Providencia 属細菌の一種である Providencia rustigianii や Providencia 
alcalifaciens が持つ病原遺伝子が、細菌細胞内でどのように伝播するのかを明らかにしました。

本成果は、Providencia 属細菌の感染経路の特定や食中毒の予防法確立に向けて新たな知見を与

えると考えられます。 
本研究成果は、米国微生物学会が刊行する国際学術誌「Infection and Immunity」のオンラ

イン速報版に、2023 年 5 月 9 日に掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食中毒原因菌 Providencia 属細菌の特性を明らかに 

－感染経路の特定や予防法の確立へ大きな一歩－ 

本研究は、バングラデシュからの留学生の Jayedul Hassan さんとインド

人特任講師の Sharda Prasad Awasthi さんが中心となって行った研究で

す。Providencia 属菌は新興人獣共通感染症として今後さらに問題となる

可能性のある細菌です。現在は、厚生労働省科学研究費で Providencia
属菌の食肉の汚染状況について調べており、得られる成果は本菌の感染

源解明や食中毒対策に役立つ可能性があります。 
山﨑 伸二教授 

食中毒から子どもを守るために 



＜研究の背景＞ 
腸内細菌科細菌の一種である Providencia 属細菌は、現在少なくとも 10 菌種あることが知ら

れています。そのうち、Providencia alcalifaciens を含む 3 菌種が胃腸炎や尿路感染症患者から

分離されていますが、それらの病原因子については十分に明らかになっていませんでした。 
本研究グループはこれまで、我が国の小児胃腸炎患者から新たに Providencia rustigianii を

分離し、ヒトの胃腸炎の原因となる可能性や、本菌が食中毒の原因となる病原遺伝子（細胞膨

化致死毒素※2遺伝子）の一部を保持していることを報告していました。本研究では、この細胞

膨化致死毒素遺伝子の全長や配列情報、毒素タンパクの病原性について解析を行いました。 
 
＜研究の内容＞ 

解析により、新たに発見された

Providencia rustigianii のみならず、

今まで食中毒を引き起こすことが報告

されていた Providencia alcalifaciens
の細胞膨化致死毒素遺伝子もプラスミ

ド※3上に存在することを発見しまし

た。また、本プラスミドは同種の

Providencia rustigianii だけでなく、

Providencia rettgeri や大腸菌など 

他菌種の細菌にも伝播するため、毒素

遺伝子を持ったプラスミドを得た菌も

細胞膨化致死毒素を産生することを明

らかにしました。 
 
＜期待される効果・今後の展開＞ 

Providencia 属細菌の病原遺伝子はプラスミドを介して他の腸内細菌科細菌に伝播することか

ら、今まで病原性がないと思われていた腸内細菌科細菌も含めてこの細胞膨化致死遺伝子を指

標に調べていく必要が出てきました。さらに、このプラスミド上に他の病原遺伝子や薬剤耐性

遺伝子が存在するかについても、今後解析していく必要があると考えています。 
 
＜資金情報＞ 

本研究の一部は、日本学術振興会（JSPS）科研費（17H04651、20K07483）からの支援を

受けて行われました。 
 
＜用語解説＞ 
※1 Providencia 属細菌…大腸菌やサルモネラなどと同じく細菌の分類学上、腸内細菌科に属す

る細菌。 
※2 細胞膨化致死毒素…細胞を膨化させた後、さらに細胞を致死させるタンパク毒素。 
※3 プラスミド…細菌の染色体 DNA とは別に、生命活動に必須でない（病原因子や薬剤耐性）

遺伝子を保持し、菌種間を伝播する能力を有するものと有しないものがある。 
 
 
 
 

図 プラスミドを介した細菌間での病原遺伝子伝播の様子 
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